

























































【結果】平成 23 年度、24 年度ブロック 14 施設より 74 人が研修を



































7 月に初めてレベル 2 の評価会を実施、その他 2 名が申請した。委
員長である看護部長はこれら 3 名の評価者となり、総括も担当した。
認定第 1 号の事例を編集し、記載例を作成した。委員会メンバーが
自己評価を行い、その結果を活用し、3 年目に、レベル 2 の評価表「自
己評価の根拠」記載例を作成した。看護師長は 5 月の目標管理面接
前にレベル 2、係長は 6 月の看護管理研修前にレベル 1 の自己評価
を実施した。また、看護部では、認定委員会メンバーを毎年 1 ～ 2
名交替させ、研修受講や昇任を機会に申請を促した。平成 26 年 5




























ンが 12 人（46％）、病棟・外来が 9 人（35％）、職位は師長 6 人（23％）、
係長 8 人（31％）、スタッフナース 12 人（46％）であった。活動時
間は、終日が 13 人（50％）、週半日～ 2 日が 7 人（27％）、不定期
が 4 人（15％）、なし・時間外が 2 人（8％）であった。活動内容は
専門分野に関連する実践、多職種からの相談、多職種チーム活動、
倫理調整、専門分野の教育・研究活動であった。また、専門外来の
開設、新規医療チームの立ち上げなど、新たなシステムの構築や、
赤十字ブロック単位での研修の企画・講師、他の赤十字病院での講
演など赤十字横断的な活動も行っていた。活動の成果は、患者・家
族の QOL の向上、スタッフのケア意欲の向上、診療報酬加算の算定、
新たなケア方法の導入、継続看護システムの構築などであった。
【考察】専門看護師は、領域の特性を生かし、患者・家族の多様なニー
ズに応えるとともに、組織横断的に活動し、チーム医療の推進を担っ
ている。 今後、赤十字専門看護師会の連携を深め、赤十字全体の
看護の質の向上に貢献していくことが課題である。
